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Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ① 

ＮＯ 企業（団体名） 
参加者 

氏名 
担当者役職 

エネルギー関係 

カテゴリー 

 ㈱西部技研 岡野 浩志 
取締役 

技術開発本部長 

革新的エネルギー 

高度利用技術等 

 ㈱キューヘン 真武 秀和 企画部 参事 

 ㈱ワイビーエム 吉田 哲雄 代表取締役会長 

 昭和鉄工㈱ 福田 俊仁 
執行役員 

総合開発部長 

 ㈱正興電機製作所 松尾 聡 
取締役 

事業開発本部長 
省エネ・新エネ 

制御技術等 

 ㈱安川電機 山田 達哉 

インバータ事業部 

環境エネルギー機器 

事業統括部長 

 
西日本環境エネル

ギー㈱ 
城島 一彦 新規事業推進部長 総合省エネ・新エネ 

 環境テクノス㈱ 鶴田 暁 代表取締役 

コンサル等 

 
ＮＰＯ法人エコ診断ネッ
トワークジャパン 

藤原 洋記 理事 

 
公立大学法人 

北九州市立大学 
松本 亨 

国際環境工学部 

環境生命工学科教授 
学術研究者 

Ｋ－ＲＩＰ環境エネルギー研究会委員 

研究会開催風景 

← 研究会開催状況 

←座長（株式会社ワイビーエム吉田会
長（写真向かって右）） 
副座長（北九州市立大学松本教授（写
真向かって左））【第１回～第３回】  

↑ 新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ中村ｼﾆｱﾏﾈｰ
ｼﾞｬｰによる「ＺＥＢ実現に向けた技術開
発」をテーマとしたセミナー【第２回】 

↑ ｽﾏｰﾄｴﾅｼﾞｰ研究所中村CTOﾌｧｳﾝ
ﾀﾞｰによる「ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨｰ実現に向け
た取組」に関する講話【第２回】 

↑ 瀧本局長挨拶【第2回、第3回】 

今年度、九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ Ｋ－
ＲＩＰ は、環境エネルギー分野のビジネス創出に向けた
支援方法などを検討するため、当分野の域内を代表する
産学で構成する「環境エネルギー研究会」を設置し、３
回に及ぶ研究会を開催し、検討を重ねてまいりました。
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１．各企業の固有の強みを活かすための取組
個別企業の高い要素技術を活かすには、企業連合（クラスターの広域連携含む）等による情報収集力の強化やユーザーサイドの
要求に的確に対応したトータル的なソリューションの提供が必要。
「他の政策支援集団と連携したビジネスマッチングの場の創出」及び「試行的ビジネスモデルのワーク」など、 によるビジネス
支援を検討。

２．「低炭素関連ビジネス等市場形成調査」「産業公害防止技術の高度化調査」
２つの調査事業の最終報告に対し、今後の取組に向けたアドバイス（ニーズサイド、シーズサイドの新たな動き及び関連ビジネスへ
の参入の可能性、ニーズサイドへの提案のあり方（カスタマイズの方向性）等）を提示。

３．Ｋ－ＲＩＰの新たな展開
 が次年度以降の重点の一つとして取り組む予定の環境エネルギー分野における「ビジネスモデル」創出について、その方策
を中心としたアイディア等（ビジネスモデルによるワーク、グリーンアジア国際戦略特区との連携、市場調査の深掘り等）を各委員が提
案。 

Ｋ－ＲＩＰ環境エネルギー研究会での主な検討事項 

Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ② 

環境エネルギー分野（※１）のビジネス創出に向けた支援方法などを検討するために設置した、九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ(Ｋ
－ＲＩＰ)の「環境エネルギー研究会（座長：（株）ワイビーエム代表取締役会長 吉田哲雄） 」でのとりまとめ 

(※１) 再生可能エネルギーを活用した環境関連機器・システムの開発、熱エネルギーの利用、省エネ・省資源製品・システムの開発やマネージメント、バイオマスの利用 等  

 

環境エネルギーを取り巻く状況は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度の施行、国内クレジット制度による環境価値創出等、大
きな変革期であり、今後環境エネルギー分野の需要拡大が期待。こうした中、シーズサイドは、ユーザーサイドの幅広いニーズ（コスト、
スペック、地域特性等）をきちんと捉えた提案が重要。 

 
 
K-RIPとしては、①ビジネスマッチングやESCO的なビジネスモデルのコーディネート支援、②グリーンアジア国際戦略総合特区（福岡県、

北九州市、福岡市）との連携強化や実証試験を共同実施するための環境整備、③新連携などの既存施策の活用による成功事例の創出
など、環境エネルギー分野を九州の重点分野として認知させていくようなアクションが重要。 

Ｋ－ＲＩＰ環境エネルギー研究会の総括概要 

環境エネルギーを取り巻く状況は、再生可能エネルギー環境エネルギーを取り巻く状況は、再生可能エネルギー環境エネルギーを取り巻く状況は、再生可能エネルギー

企業の取組の視点 

Ｋ－ＲＩＰの取組（支援）の視点 
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 産業公害防止の高度化分野では、新連携事業計画で認定された案件から良い事例が出
ており、中小企業同士が連合体を組む場合の参考となる。 （農業・食品分野等で認定さ
れた異業種、異分野の企業連合等）。

 がビジネスモデルの提案を公募し、評価・支援（ビジネスモデルを作り上げたチー
ムに研究開発補助金を出すような仕組みなど）することにより「先進事例を創出」すること
も検討する価値あり。

 ニーズサイドの課題は、費用対効果や初期投資。エネルギーソリューションビジネスの展
開には、リース制度やオンサイト発電等のモデルの活用等、ニーズサイドの弱みをカバ
ーした「ビジネスモデル」が必要。

 環境価値の効果的な利用及び国内クレジットの方法論の積極的な提案（民生向けリンケ
ージ補助事業活用など）。

 が環境エネルギー分野への新たな展開を進める上で、 「ビジネスマッチング支援」 、
「ビジネスモデルの提示」、等が重要。

環境エネルギー分野のビジネスマッチング事業の強化及びＦｒｏｍＫ－ＲＩＰビジネスモデルの
提示を図る。 

研究会で抽出された課題及び対応へのヒント 

研究会で示された対応の方向性 

２４年度のＫ－ＲＩＰの重点的取組 

Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ③ 
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提示を図る。提示を図る。
１．需要側とのマッチングの場の創設 

「九経連をはじめとする管内政策支援
団体」、「近畿経済局の環境クラス
ター」等との連携 

２．ビジネスモデルの作り込み
「 の各種プロジェクトの充実」、
「新連携事業などの支援施策」など
の活用

３．海外ビジネス・連合体形成の推
進「グリーンアジア国際戦略総合特
区」等との連携 
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Ｋ－ＲＩＰを拠点とした環境エネルギー市場の拡大 
 

１．需要側とのマッチン 
グの場の創設 

九経連との連携（交流会等の共同開催、九州地域戦略会議への提案）
大企業、中堅・中小企業との交流及び企業連合体の形成

広域連携の推進
近畿経産局等他局管内の企業との交流会開催 ベストチームの形成推進

省エネルギー推進プログラムとの連携事業

重要側 ビルメン・不動産等 とのマッチングの場の創設推進 省エネシンポ等活用

２．ビジネスモデルの 
作り込み 

技術開発と知財管理が一体となったビジネスモデルの研究
Ｋ－ＲＩＰプロジェクト事業及びＮＥＤＯ等技術開発施策の活用

異業種間連携による課題解決型のビジネスの創出
新連携事業計画の活用等

実証事業の支援によるビジネスの実現
地域に応じたニーズのソリューション推進 スペック、コスト等

販路拡大の支援
Ｋ－ＲＩＰ販路拡大事業の活用

 アジア展開事業の活用
環境エネルギー分野企業の連合体形成とミッション参加
グリーンアジア国際戦略総合特区との連携

３．海外ビジネス・連合
体形成の推進 
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Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ④ 

方 向 性 課 題 
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■九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（以下K-RIP）は、平成２４年２月２０日、福岡市（博多都ホテル）において、  「Ｋ－ＲＩＰ環境エ
ネルギーセミナー」を開催しました。 

当日は、「環境エネルギー分野」での新たな事業展開や販路拡大に取組む企業や関係機関などから１４０名を超える参加者があり、環
境エネルギービジネスの第一線で活躍されている有識者による、国内外での取組などに関する講演や、講演者と参加者によるビジネス
参入への課題・解決などについてのたくさんの意見交換で、会場は終始熱気に包まれました。 
 

■Ｋ－ＲＩＰからは、昨年６月に「環境エネルギー研究会」を設置し、ビジネス課題の把握とソリューション（解決のための方策等）について
１年間検討した結果について、低炭素関連ビジネス等の市場形成調査等２件の調査事業の成果を踏まえ、報告するとともに、２４年度
以降の新たな取組として、「Ｋ－ＲＩＰを拠点とした環境エネルギー市場の拡大」を図るための「３つの方向性」を提案しました。 

 
 
 
 
 
 

１．需要側とのマッチングの場の創設 
「九経連をはじめとする管内政策支援団体」、
「近畿経済局の環境クラスター」等との連携 

２．ビジネスモデルの作り込み
「 の各種プロジェクトの充実」、「新連
携事業などの支援施策」などの活用

３．海外ビジネス・連合体形成の推進
「グリーンアジア国際戦略総合特区」等との
連携 

【満席の会場風景】 

↑↑ ＮＥＣ新事業推進本部 山崎本部長代理による基調講演
「スマートエネルギーソリューションへの取組」 

主催者挨拶をするK-RIP鶴田会長 来賓挨拶をする瀧本局長 

↑↑ 安川電機環境エネルギー機器事業統括部
山田事業統括部長による講演 
「環境エネルギー分野における安川電機の事業
展開」 

↑↑ （株）エストー 寺坂経営管理部長による講演 
「高精度金型が拓く未来 ～金型は想像の世界～」 セミナーコーディネータを努めたK-RIP吉田副会長 

Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ⑤ 

Ｋ－ＲＩＰ環境エネルギーセミナーの開催 ～企業の環境エネルギービジネスへの展開のために～ 
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Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ⑥ 



「環境エネルギー研究会」 
 ※九州アクションプランでの位置づけ参照 

省エネ地区会 

   

・Ｋ－ＲＩＰの低炭素分野への事業拡大の取組 
（ＮＷの拡大、技術開発・販路開拓支援等） 

ニーズの発掘 

「環境エネルギー研究会」は「九州省エネルギー推進プログラム」と連携し、地域の省ｴﾈﾆｰｽﾞ等に対し
「適切なｿﾘｭｰｼｮﾝ」と「新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ」を検討。低炭素型設備の投資促進及び新たなﾋﾞｼﾞﾈｽ機会
の創出を目指す。 

＜政策支援集団＞ 
 
 
 
・ 
 

需要サイド 

・規制・支援施策のタイムリーな提供 
・専門家派遣（診断、技術、金融） 

経済局により以下の活動をコーディネート 

・ヒートポンプ技術、・高効率インバーター制御技術、 
・太陽光等再生可能エネルギー、 
・高効率エネルギーシステム 等 

・マイクロナノバルブポンプ、・高濃度メタン利用技術、 
・高性能冷却塔、・輻射熱応用、・地中熱利用 等 

・省エネ診断、・排出量削減診断、・見える化（計測）、 
・省エネ制御（ＢＥＭＳ） 等 

診断・計測技術要素 

環境技術要素 

エネルギー技術要素 

・オゾン発生・除去技術、・脱窒技術、 
・ダイオキシン除去技術、・高濃度メタン利用技術、 
・ナノ領域ガス利用水質浄化技術、・触媒技術、 
・吸着技術、汚水前処理技術 等 

公害防止技術要素 

シーズの整理 ｿﾘｭｰｼｮﾝ&ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検討 

・Ｋ－ＲＩＰの低炭素分野への事業拡大の取組

＜環境ｴﾈﾙｷﾞｰ企業群、公害防止等企業群＞ 

九経連

省エ ー 

・バイオマス関連予算の利用促進 
・バイオマス発生源と利活用技術の
マッチング等 

「九州バイオマス関係機関 
連絡会議（農政局・経済局他）」 

「九州地域国内クレジット制度ネットワーク
連絡会議」 

・国内クレジット制度の利用促進 
・ソフト支援事業、低炭素投資促進
事業等の支援施策の活用促進等 

 
 
 
 

業務用ビル、工場、公共施設等 

・規制・支援施策のタイムリーな提供 
・排出量削減無料診断等(国クレ) 

「低炭素関連ビ
ジネス等市場形
成調査事業」に
おけるニーズ調
査結果を活用し
たマッチングの
場の創設等 

「低炭素関連ビ
ジネス等市場形
成調査事業」の
成果を活用し、
九州版ソリュー
ション・ビジネス
モデルの実現 

商工 等 

◆省エネシンポ等で
のシーズサイドのプレ
ゼンの場の創設 
◆省エネ診断後の
ユーザーニーズの情
報提供 
◆ユーザーとの交流
会の場の創設 等 

Ｋ－ＲＩＰ 
◆「環境エネルギー研
究会」において、Ｋ－Ｒ
ＩＰの強みのある分野、
フォーメーションを検
討し、ニーズサイドへ
の提供可能なソリュー
ションを検討 
 
食品・農林水産業等へ
の新たな省エネアプリ
ケーションの提供 
先導的・試行的事業
（ソリューションモデル）
の創出 
中堅・中小企業等が低
炭素化技術を活用したソ
リューション市場に参入
するための方策等の検
討 

省エネ地区会

九経連

省エネ地区会
省省省省省省エエエ ー省エ

商商商商商商商工工工工工 等等等等等等等

◆省エネシンポ等で◆省エネシンポ等で
のシーズサイドのプレ
ゼンの場の創設
◆省エネ診断後の
ユーザーニーズの情
報提供
◆ユーザーとの交流
会の場の創設 等

Ｋ－Ｒ
◆「環境エネルギー研◆「環境エネルギー研
究会」において、Ｋ－Ｒ
ＩＰの強みのある分野、
フォーメーションを検
討し、ニーズサイドへ
の提供可能なソリュー
ションを検討

食品・農林水産業等へ
の新たな省エネアプリ
食品・農林水産業等へ

の新たな省エネアプリ
食品・農林水産業等へ

ケーションの提供

先導的・試行的事業
（ソリューションモデル）
の創出

中堅・中小企業等が低
炭素化技術を活用したソ
リューション市場に参入
するための方策
討

・以下の技術要素を持ち合わせた企業により、
ソリューションの可能性を検討 

・環境エネルギー市場への参入方策、新たな
ビジネスモデルの提案（低炭素関連ビジネス等市場形
成調査事業） 

「九州省エネルギー推進協議会」 
※九州省エネルギー推進プログラム参照 

Ｋ－ＲＩＰの環境エネルギー分野への新たな取り組み ⑦ 
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参考資料 


